
海外の研究ネットワーク 

九州工業大学坪田研究室の研究内容

加圧熱水処理 キシロオリゴ糖 

賦活処理 
電気二重層キャパシタ
用電極材料 

竹 水溶液 

残渣 活性炭 

連絡先 
〒804-8550 福岡県北九州市戸畑区仙水町1-1 
九州工業大学大学院工学研究院物質工学研究系応用化学部門 坪田敏樹 
Tel. 093-884-3324 
e-mail: tsubota@che.kyutech.ac.jp 
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灰分 
エタノール抽出分 
リグニン 
α-セルロース 
ヘミセルロース 

加圧熱水処理により 
灰分は大きく減少 

  未処理原料 加圧熱水処理残渣 
エタノール抽出分(%) 0.67  4.28  
α-セルロース(%) 38.32  25.40  
ヘミセルロース(%) 32.19  20.60  
リグニン(%) 29.98  24.98  
灰分(%) 1.14  0.11  
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未処理原料(賦活後) 

固体残渣(賦活後) 

未処理原料(炭素化後) 

固体残渣(炭素化後) 
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固体残渣から活性炭を製造可能 
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サンプルNo. 
Arabinose Glucose Xylose Xylobiose Xylotriose

Ara: アラビノース, Glc: グルコース, Xyl: キシロース,  

キシロオリゴ糖(X2: キシロビオース, X3: キシロトリオース) 
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キシロオリゴ糖 

加圧熱水処理により 
竹からキシロオリゴ糖を生産 

 竹林(主にモウソウチク)が放

置されて無秩序に拡大する竹
害が深刻化しています。 

 本研究会では、竹から複数の
高付加価値製品を段階的に製
造することで竹を資源として活
用することを目指しています。 

研究について 

本技術以外にも竹を高付
加価値製品の原料に活用
するための研究を進めて
います。 

水溶液 残渣 

活性炭 
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